
FANG+インデックス
〜ファングプラスインデックス〜

 声だけで質問に答える

私の周りのFANG+ vol.1
スマートスピーカー戦国時代 〜その①〜

筆者の家の朝はこの会話からスタートします。
「アレクサ、今日の天気は」
「現在の○○の天気は晴れ、気温は摂氏✕✕度。今
日の予報は晴れ…」
この会話で、会社に傘を持っていくかどうかを決めます。

ちなみに、アレクサと話しかけられているのは、
Amazon ECHO。いわゆる、スマートスピーカーです。
質問するときに最初にスピーカーの名前である「アレク
サ」とつける必要がありますが、アレクサという呼びかけで
反応するようにしないと、あらゆる会話に反応してしまう
からなのでしょう。

2018年7月30日

※後述の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。
※個別企業の推奨を目的とするものではありません。
※Amazon、Amazon.co.jpおよびそれらのロゴは、Amazon.com,Inc.または
その関連会社の商標または登録商標です。

Fund Letter

声だけで操作というのは実は重要で、「端末の前にい
なくても」「端末を取り出さなくても」操作ができます。つ
まり、部屋のどこにいても動かずにすぐに操作可能にな
ります。スマートフォンだと、まずはポケットから取り出した
り、置いてあるところに取りに⾏ったりする必要がありま
す。くつろいでいるときにこの差は大きいです。

そもそもスマートスピーカーとは

Amazon Echo Dot
（アマゾン・エコードット）

Echo Buttons
（エコーボタン）

 得意とする分野
データベースを利⽤した定型的質問に対しての返答

などは得意です。
先ほどの天気の質問もそうですが、「なぞなぞを出し

て」と言えば出してくれますし、ジョークも言ってくれます。
これは、⽤意されたパターンの中から選んで出すことが
できるので⽐較的容易と考えられます。
またユーザーが新たな機能を追加することもでき、アマ

ゾンではスキルと名付けられています。
スキルを追加すると、ニュースを流したり、対応してい

る家電のスイッチを入れたりすることもできます。
また、Amazon ECHOでは、Prime Music※1に

入っていれば、「音楽を聴きたい」と言うだけで音楽を
流してくれます。
他のサービスとの連携もスマートスピーカーの利点とい

えます。

 忖度（そんたく）はしてくれない

しかし、例えば、「何か面白いことはない？」という質
問だと、⼈によって視点も異なるし、おそらくまともな回
答はされないでしょう（設定されていればジョークを言う
のかもしれませんが）。

同様に、⼈間のような推測はできないので、「あれに
ついて教えて」というような代名詞を使った質問にも返
答はできません。

次回は、FANG+に採⽤されている会社とスマートス
ピーカーとの関連を述べます。

※1 Amazonプライム会員の音楽聴き放題サービス
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お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドの目的・特色

iFreeNEXT FANG+インデックス

 
ファンドの目的 
 

米国上場企業の株式に投資し、NYSE FANG+指数（円ベース）の動きに連動した投資成果をめざします。 
（注）「株式」…DR（預託証券）を含みます。 

 
●NYSE FANG+について 

NYSE FANG +指数は、次世代テクノロジーをベースに、グローバルな現代社会において人々の生活に大きな影響
力を持ち、高い知名度を有する米国上場企業を対象に構成された株価指数です。 

NYSE FANG+指数は、これらの企業に等金額投資したポートフォリオで構成されています。 
なお、「FANG」とは、主要銘柄であるフェイスブック（Facebook）、アマゾン・ドット・コム（Amazon.com）、

ネットフリックス（Netflix）、グーグル（Google）の頭文字をつないだものです。 
※当指数は、四半期（3・6・9・12 月）ごとに等金額となるようリバランスを行ないます。 

 
ファンドの特色 
 

1． 原則として、NYSE FANG+指数を構成する全銘柄に投資します。 
2． 為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。 
3． 当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。 

・マザーファンドは、「FANG+インデックス・マザーファンド」です。 
 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 

 
 

※後述の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。
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● 当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証さ

れているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属し
ます。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「株価の変動（価格変動リスク、信用リスク）」、「集中投資のリスク」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「そ
の他（解約申込みに伴うリスク等）」 
※ 基準価額の動きが指数と完全に一致するものではありません。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

 

 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことが
できません。 

※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。また、上場投資信
託証券は市場価格により取引されており、費用を表示することができません。 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 
 

投資者が直接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

※徴収している販売会社は 
 ありません。 

— 

信託財産留保額 ありません。 — 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 0.7614％ 
（税抜 0.705％） 

運用管理費用の総額は、毎日、信託財産の純資産総額に対し
て左記の率を乗じて得た額とします。 

その他の費用・ 
手 数 料 

（注） 
監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・オ
プション取引等に要する費用、資産を外国で保管する場合の
費用等を信託財産でご負担いただきます。 

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

iFreeNEXT FANG+インデックス

投資リスク

ファンドの費用

当資料のお取り扱いにおけるご注意
■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものです。■当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社より
お渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。■投資信託は、値動きのある有価証券等に投資しますので、基
準価額は大きく変動します。したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。■投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。証
券会社以外でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。■当資料は、信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確
性・完全性を保証するものではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。また、税金、手数料等を
考慮していませんので、投資者のみなさまの実質的な投資成果を示すものではありません。■当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意見等は資料作成時
点のものであり、今後予告なく変更されることがあります。■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のために掲載したものであり、各
企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。■分配金は、収益分配方針に基づいて委
託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するものではありません。分配金が支払われない場合もあります。
販売会社等についてのお問い合わせ⇒ 大和投資信託 フリーダイヤル0120-106212 （営業日の9:00～17:00 ） HP http://www.daiwa-am.co.jp/
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2018年6月29日　現在

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

ソニー銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長(登金)第578号 ○ ○ ○ 

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○ 

岡三オンライン証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第52号 ○ ○ ○  

ちばぎん証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第114号 ○  

西日本シティTT証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第75号 ○  

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○  

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○ 

iFreeNEXT FANG+インデックス　取扱い販売会社

販売会社名　（業態別、５０音順）

（金融商品取引業者名）
登録番号

加入協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

 
上記の販売会社については今後変更となる場合があります。また、新規のご購入の取り扱いを行っていない場合がありますので、各販
売会社にご確認ください。
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